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中国技術事務所 
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し
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２
）
点

検
の

進
捗

に
伴
い
、
自
治
体
か
ら
負
担
軽

減
等
に
つ
い
て
の
要

望
 

３
）
点

検
支

援
新

技
術
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写
真
撮
影
、
非
破
壊
検

査
等
）
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進
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○
特

定
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規

模
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鋼
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い
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べ
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箇
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特
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定
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見
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つ
い
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構
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特
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応
じ
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点
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対
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絞
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込
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２
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徴
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損
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対
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３
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技
術
の
活
用
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よ
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点
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方
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効
率
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背
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必

要
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見
直
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会
資
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整
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審
議
会

 
道
路
技
術
小
委
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会
に
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審
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○
特

定
の

水
路

カ
ル
バ
ー
ト
等
に
つ
い
て
、
打
音
・
触
診

の
省

略
や

変
状

項
目
の
特
定
に
よ
り
作
業
量
を
低
減

 

○
コ
ン
ク
リ
ー
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、

PC
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な
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埋
込
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引
張
材
に
つ
い
て

着
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箇
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や
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意
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イ
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ン
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食
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断
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損
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洗
掘

な
ど
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い
て
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着
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所
や
留

意
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の
近
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健
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診
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で
き
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判
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近
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範
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お
い
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、
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音
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査
の

範
囲

を
特

定
す
る
こ
と
で
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音
検
査
の
作
業
量

を
低

減
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接
目

視
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造

物
に
つ
い
て
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崩
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の
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積
や
基
礎
地
盤
の
変
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等
）
の
影
響
を
充
実
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的
な
カ
ル
バ
ー
ト

 
利
用
者
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害
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が
な
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カ
ル
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出
し
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不
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下
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附
属
物
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の
変
状

 
○
路
上
施
設
の
異
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（
内
空
道
路
）
 

[ ４
項
目

 ] 
○
ひ
び
わ
れ

 
○
吸
い
出
し

 
○
洗
掘
、
不
同
沈
下

 
○
舗
装
の
異
常
（
上
部
道
路
）
 

○
舗
装
の
異
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（
上
部
道
路
）
 

例 例

ケ
ー
ブ
ル

１
０
／
３
５

備
考 ■

ケ
ー
ブ
ル
内
部
の
異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、
非
破
壊
検
査
技
術
で
適
用
可
能
な
技
術

が
な
い
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の
一
部
撤
去
や
ワ
イ

ヤ
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
で
内
部
を
直
接
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

吊
橋
の
主
ケ
ー
ブ
ル
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ

ヤ
や
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
の
コ
ー
キ
ン
グ
に

損
傷
が
生
じ
て
い
る
事
例
。

束
ね
た
素
線
の
表
面
に
鋼
製
の
ワ
イ
ヤ

（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
）
を
巻
き
付
け

て
、
そ
の
上
か
ら
塗
装
な
ど
の
防
食
が
施

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ワ
イ
ヤ
を
撤
去
し
な
い
限
り
、
ケ
ー
ブ
ル

本
体
を
視
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の
健
全
性
の
確

認
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
表
面
に
内
部
の

異
常
を
示
す
徴
候
が
な
い
か
の
確
認
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

吊
橋
の
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
内
部
の
ケ
ー
ブ

ル
に
腐
食
が
生
じ
て
い
る
事
例
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の
あ
る
主
ケ
ー
ブ
ル

で
も
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
部
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ワ
イ
ヤ
が
な
く
主
ケ
ー
ブ
ル
の
素
線
は
表

面
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ブ

ル
バ
ン
ド
内
面
と
主
ケ
ー
ブ
ル
表
面
に
は

隙
間
が
あ
る
こ
と
、
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
端

部
の
止
水
が
十
分
で
な
く
雨
水
が
内
部
ま

で
到
達
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
部
の
素
線
が
腐
食
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
内
部
を

直
接
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

錆
汁
の
漏
出
な
ど
腐
食
が
疑
わ
れ
る
場
合

に
は
、
バ
ン
ド
を
一
時
解
放
す
る
こ
と
も

含
め
慎
重
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
部

資
料
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開
催

時
期

参
加

者
他

主
催

「
パ

ネ
ル

展
示

」
に

よ
る

道
路

施
設

の
老

朽
化

対
策

Ｐ
Ｒ

老
朽

化
対

策
Ｐ

Ｒ
平

成
３

０
年

４
月

2
7
日

～
８

月
３

１
日

※
継

続
箇

所
も

有
り

各
公

共
施

設
等

（
7
機

関
1
5
箇

所
）

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

ト
ン

ネ
ル

点
検

講
習

会
現

地
に

て
点

検
講

習
会

平
成

3
0
年

1
0
月

1
6
日

２
０

名
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

＜
直

営
点

検
関

連
＞

橋
梁

点
検

・
診

断
・

補
修

に
お

け
る

地
方

勉
強

会
直

営
点

検
勉

強
会

平
成

3
0
年

5
月

2
5
日

５
７

名
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

＜
直

営
点

検
関

連
＞

橋
梁

点
検

講
習

会
現

地
に

て
直

営
点

検
講

習
会

平
成

3
0
年

7
月

2
日

８
１

名
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

＜
直

営
点

検
関

連
＞

橋
梁

点
検

講
習

会
（

１
回

目
）

（
ｹ
ｰ
ｽ
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
）

現
地

に
て

点
検

講
習

会
平

成
3
0
年

1
0
月

2
6
日

２
４

名
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

＜
直

営
点

検
関

連
＞

橋
梁

点
検

講
習

会
（

２
回

目
）

（
ｹ
ｰ
ｽ
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
）

現
地

に
て

点
検

講
習

会
平

成
3
0
年

1
1
月

1
6
日

２
６

名
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

道
路

構
造

物
の

維
持

管
理

舗
装

・
道

路
付

属
物

・
ト

ン
ネ

ル
・

斜
面

、
の

り
面

平
成

3
0
年

6
月

1
9
日

9
5
名

鳥
取

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー

橋
梁

点
検

と
補

修
計

画
点

検
及

び
補

修
計

画
策

定
時

の
留

意
点

平
成

3
0
年

7
月

3
日

4
7
名

鳥
取

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー

橋
梁

維
持

補
修

（
施

工
）

補
修

の
施

工
上

の
留

意
点

平
成

3
0
年

8
月

3
0
日

6
8
名

鳥
取

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー
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【
機

密
性

２
】
 

平
成
３
０
年
度

 
パ
ネ
ル
展

示
に
よ
る
道

路
施

設
の
老

朽
化

対
策
Ｐ
Ｒ

 

〈
内

容
〉

道
路

施
設

の
老

朽
化

対
策

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
、

鳥
取

県
内

の
国

，
自

治
体

施
設

を
利

用
し

パ
ネ

ル
設

置
に

よ
る

Ｐ
Ｒ

を
実

施
。

 
 〈

概
要

〉
人

の
多

く
集

ま
る

場
所

や
、

人
が

多
い

期
間

に
設

置
，

東
中

西
部

の
県

内
全

域
に

設
置

 
 

 
 

 
○

日
時

：
平

成
３

０
年

４
月

２
７

日
～

８
月

３
１

日
 

 
 

 
 

○
場

所
：

鳥
取

県
内

の
道

の
駅

等
の

行
政

施
設

（
１

５
箇

所
）

 
 

 
 

 
○

人
数

：
実

施
機

関
：

７
機

関
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

〉
 

鳥
取

県
 

 

岩
美

町
 

倉
吉

市
 

日
吉

津
村

 

開
始

終
了

（
予

定
）

機
関

数
箇

所
数

鳥
取

河
川

国
道

事
務

所
4
月

2
7
日

8
月

3
1
日

4
道

の
駅

白
う

さ
ぎ

，
か

わ
は

ら
，

岩
美

，
若

桜
倉

吉
河

川
国

道
事

務
所

5
月

1
日

8
月

3
1
日

5
道

の
駅

は
わ

い
，

大
山

恵
み

の
里

，
大

栄
，

ポ
ー

ト
赤

崎
，

琴
の

浦

鳥
取

県
6
月

8
日

8
月

3
1
日

1
1

庁
舎

県
庁

地
下

通
路

（
本

庁
～

第
2
庁

舎
）

倉
吉

市
5
月

1
4
日

Ｈ
３

１
年

３
月

３
１

日
1

1
庁

舎
建

設
課

内
岩

美
町

5
月

2
日

8
月

3
1
日

1
1

庁
舎

１
階

ホ
ー

ル
掲

示
板

日
吉

津
村

4
月

2
7
日

8
月

3
1
日

1
1

庁
舎

建
設

産
業

課
内

大
山

町
5
月

3
1
日

8
月

3
0
日

1
1

庁
舎

正
面

玄
関

ホ
ー

ル
日

南
町

4
月

2
7
日

５
月

末
1

1
庁

舎
１

階
休

憩
ロ

ビ
ー

合
　

計
7

1
5

国
土

交
通

省
1

各
機

関＜
　

Ｈ
３

０
年

度
　

「
　

老
朽

化
対

策
広

報
　

」
　

パ
ネ

ル
設

置
状

況
一

覧
　

＞
　

　
　

設
置

期
間

設
置

場
所

設
置

施
設

日
南

町
 

大
山

町
 

－5－



打
音

検
査

／
近

接
目

視
点

検
（

供
用

中
）

 
補

修
実

演
 

近
接

目
視

点
検

（
新

設
）

 

Ｈ
３
０
年
度
の
取
り
組
み
状
況

 

座
学

 

【
講

習
会

】
ト

ン
ネ

ル
点

検
講

習
会

 
 

【
日

 
時

】
１

０
月

１
６

日
（

火
）

1
0

:0
0
～

1
6

:0
0

 
【

参
加

者
】

２
０

名
＜

鳥
取

県
(2

)，
鳥

取
市

(2
)，

国
土

交
通

省
(6

)，
点

検
業

者
(7

)，
補

修
業

者
(3

)＞
 

※
( 

)は
人

数
。

 
【

場
 

所
】

（
1

0
:0

0
～

1
2

:0
0
）

座
学

／
鳥

取
河

川
国

道
事

務
所

 
 

 
 

 
 

（
1

3
:3

0
～

1
6

:0
0
）

現
地

点
検

・
補

修
講

習
／

下
味

野
ト

ン
ネ

ル
（

新
設

・
供

用
中

）
（

鳥
取

自
動

車
道

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
内

 
容

】
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

の
技

術
支

援
の

一
つ

と
し

て
、

自
治

体
職

員
を

対
象

に
技

術
力

向
上

を
目

的
に

、
国

土
交

通
省

で
管

理
し

て
い

る
 

 
 

 
 

 
ト

ン
ネ

ル
に

お
い

て
、

点
検

方
法

や
変

状
の

判
断

方
法

の
共

有
や

、
補

修
方

法
・

新
技

術
紹

介
の

講
習

会
を

実
施

。
 

（
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

）
 

〈
ト

ン
ネ

ル
点

検
講

習
会

〉
 

点 検 結 果 を 踏 ま え た 補 修 工 法 の 実 演
 

（
新

技
術

）
 

ト
ン

ネ
ル

覆
工

面
調

査
 

（
新

技
術

）
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
点

検
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【
機

密
性

２
】
 

 
平
成
３
０
年
度

 
橋
梁
点
検
・
診
断
・
補
修
に
お
け
る
地
方

勉
強
会

 

〈
内

容
〉

今
後

の
橋

梁
点

検
の

参
考

と
な

る
よ

う
に

、
橋

梁
点

検
の

効
率

化
・

省
コ

ス
ト

化
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

自
治

体
か

ら
講

師
を

迎
え

、
自

治
体

を
対

象
と

し
た

勉
強

会
を

開
催

。
 

 〈
概

要
〉

○
日

時
：

平
成

３
０

年
５

月
２

５
日

（
金

）
1

3
:3

0
～

1
5

:3
0

 
 

 
 

 
○

場
所

：
鳥

取
県

中
部

総
合

事
務

所
 

１
号

館
 Ａ

棟
 ２

階
 講

堂
 

 
 

 
 

○
人

数
：

全
体

：
５

７
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 内

講
師

：
５

名
（

中
国

地
方

整
備

局
（

１
）

、
島

根
県

（
２

）
、

奥
出

雲
町

（
１

）
、

鳥
取

県
（

１
）

）
※

（
 

）
は

人
数

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 内
聴

講
者

：
５

２
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 聴

講
者

内
訳

：
自

治
体

１
４

機
関

（
4

0
）

＜
１

県
（

1
9
）

、
４

市
（

9
）

、
９

町
（

1
2
）

＞
、

国
土

交
通

省
（

1
2
）

※
（

 
）

は
人

数
。

 

〈
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

〉
 

開
催

挨
拶

（
会

長
）

 

講
師

（
中

国
地

方
整

備
局

）
 

講
師

（
島

根
県

）
 

講
師

（
島

根
県

）
 

講
師

（
奥

出
雲

町
）

 
講

師
（

鳥
取

県
）
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【
機

密
性

２
】
 

 
平
成
３
０
年
度

 
橋
梁
点
検
講
習
会
（
鳥
取
県
）
＜
自
治
体
対
象
講
習
会
＞

 
〈

内
容

〉
今

後
の

橋
梁

点
検

の
参

考
と

な
る

よ
う

に
、

橋
梁

点
検

の
効

率
化

・
省

コ
ス

ト
化

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
自

治
体

か
ら

講
師

を
迎

え
、

現
地

溝
橋

に
お

い
て

橋
梁

点
検

講
習

会
を

開
催

。
 

〈
概

要
〉

○
日

時
：

平
成

３
０

年
７

月
２

日
（

月
）

1
3

:０
0
～

1
７

:０
0

 
 

 
 

 
○

場
所

：
鳥

取
県

鳥
取

市
気

高
町

下
坂

本
地

内
（

溝
橋

：
５

橋
）

 
 

 
 

 
○

人
数

：
全

体
：

 ８
１

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
講

師
：

６
名

（
島

根
県

（
３

）
、

奥
出

雲
町

（
２

）
、

橋
梁

調
査

会
（

１
）

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
受

講
者

：
５

８
名

（
鳥

取
県

（
２

２
）

、
鳥

取
市

（
１

０
）

、
米

子
市

（
３

）
、

倉
吉

市
（

３
）

、
境

港
市

（
１

）
、

岩
美

町
（

２
）

、
若

桜
町

（
１

）
、

智
頭

町
（

２
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
頭

町
（

２
）

、
三

朝
町

（
２

）
、

湯
梨

浜
町

（
２

）
、

琴
浦

町
（

２
）

、
日

吉
津

村
（

１
）

、
大

山
町

（
２

）
、

南
部

町
（

１
）

、
日

南
町

（
２

）
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
内

ス
タ

ッ
フ

他
：

国
土

交
通

省
：

１
3
名

（
鳥

取
河

川
国

道
事

務
所

（
８

）
、

倉
吉

河
川

国
道

事
務

所
（

３
）

、
中

国
地

方
整

備
局

（
１

）
、

中
国

技
術

事
務

所
（

１
）

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
業

者
補

助
：

４
名

（
点

検
業

者
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ※
（

 
）

は
人

数
 

 
 

 
 

〈
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

〉
 

◇
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
概

要
 

【
人

員
】

[受
講

者
] 

A
・

B
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
；

各
５

班
×

約
６

名
 

 
 

 
 

[講
 

師
] 

1
名

／
橋

 
【

対
象

橋
梁

】
５

橋
（

溝
橋

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
名

橋
 

2
0

7
-
２

，
2

0
8

-
1

 
 

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 2
0

8
-
2
，

2
3

5
，

2
3

7
 

【
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
】

 
 

 
 

 
 

・
A
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
；

1
3
：

0
0
～

1
4
：

5
0

 
 

 
 

 
 

・
B
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
；

1
5
：

0
0
～

1
6
：

5
0

 
 

 
 

 
 

<講
習

会
の

所
要

時
間

> 
 

 
 

 
 

 
・

事
前

説
明

 
 

 
；

1
0
分

 
 

 
 

 
 

 
・

移
動

時
間

 
 

 
；

  
５

分
×

5
箇

所
 

 
 

 
 

 
 

・
各

橋
講

習
時

間
 

；
1

5
分

×
5
橋

 

[対
象

橋
梁

名
]無

名
橋

２
０

７
号

－
２

 
 

[講
師

名
] 

島
根

県
 

[対
象

橋
梁

名
]無

名
橋

２
０

8
号

－
１

 
 

[講
師

名
] 

島
根

県
 

[対
象

橋
梁

名
]無

名
橋

2
3

5
号

 
 

[講
師

名
] 

奥
出

雲
町

役
場

 
[対

象
橋

梁
名

]無
名

橋
２

3
7
号

 
 

[講
師

名
] 

橋
梁

調
査

会
 

[対
象

橋
梁

名
]無

名
橋

２
０

8
号

－
2

 
 

[講
師

名
] 

島
根

県
 

[対
象

橋
梁

写
真

] 
[対

象
橋

梁
写

真
] 

[対
象

橋
梁

写
真

] 
[対

象
橋

梁
写

真
] 

[対
象

橋
梁

写
真

] 

[点
検

状
況

写
真

-
1

] 

[点
検

状
況

写
真

-
２

] 
[点

検
状

況
写

真
-
３

] 

[点
検

状
況

写
真

-
1

] 

[点
検

状
況

写
真

-
２

] 
[点

検
状

況
写

真
-
３

] 

[点
検

状
況

写
真

-
1

] 

[点
検

状
況

写
真

-
２

] 
[点

検
状

況
写

真
-
３

] 

[点
検

状
況

写
真

-
1

] 

[点
検

状
況

写
真

-
２

] 
[点

検
状

況
写

真
-
３

] 

[点
検

状
況

写
真

-
1

] 

[点
検

状
況

写
真

-
２

] 
[点

検
状

況
写

真
-
３

] 
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【
機

密
性

２
】
 

平
成
３
１
年
度
地
整
及
び
県

主
催
の
研
修
等

 
資

料
③

 

平
成
３
１
年
度

 
中
国

地
方

整
備

局
 
受
け
入
れ
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

 
一
覧
表

 

目
　

　
　

　
　

的
研

修
日

数
研

修
時

期
（

予
定

）
対

象
者

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
概

要

橋
梁

管
理

実
務

者
Ⅰ

（
Ⅰ

期
）

研
修

７
／

８
～

７
／

１
２

橋
梁

管
理

実
務

者
Ⅰ

（
Ⅱ

期
）

研
修

９
／

２
～

９
／

６

橋
梁

管
理

実
務

者
Ⅰ

（
Ⅲ

期
）

研
修

１
１

／
２

５
～

１
１

／
２

９

研 修
橋

梁
管

理
実

務
者

Ⅱ
研

修
橋

梁
補

修
、

耐
震

補
強

等
、

橋
梁

管
理

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

及
び

技
術

力
を

修
得

し
、

資
質

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
５

日
間

１
２

／
９

～
１

２
／

１
３

土
木

施
設

の
維

持
管

理
に

係
る

職
員

の
う

ち
、

一
定

期
間

実
務

に
携

わ
る

等
の

経
験

を
有

す
る

者

・
損

傷
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

橋
梁

補
修

・
補

強
、

橋
梁

耐
震

補
強

・
橋

梁
補

修
等

現
場

実
習

研 修
ト

ン
ネ

ル
管

理
実

務
者

Ⅰ
研

修
道

路
法

施
行

規
則

第
４

条
５

の
２

の
規

定
に

基
づ

く
ト

ン
ネ

ル
の

定
期

点
検

に
関

す
る

最
低

限
必

要
な

知
識

と
技

能
、

及
び

ト
ン

ネ
ル

の
補

修
・

補
強

の
基

礎
的

知
識

を
修

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

４
日

間
９

／
２

４
～

９
／

２
７

土
木

施
設

の
維

持
管

理
に

係
る

職
員

・
道

路
ト

ン
ネ

ル
定

期
点

検
・

診
断

の
基

礎
知

識
、

ト
ン

ネ
ル

の
施

工
、

ト
ン

ネ
ル

の
補

修
・

補
強

・
点

検
現

場
実

習

研 修

受
け

入
れ

研
修

・
セ

ミ
ナ

ー
名

道
路

法
施

行
規

則
第

４
条

５
の

２
の

規
定

に
基

づ
く

道
路

橋
、

横
断

歩
道

橋
、

付
属

物
、

シ
ェ

ッ
ド

・
大

型
カ

ル
バ

ー
ト

の
定

期
点

検
に

関
し

て
、

最
低

限
必

要
な

知
識

と
技

能
の

習
得

を
図

る
。

５
日

間
土

木
施

設
の

維
持

管
理

に
係

る
職

員

・
道

路
橋

、
横

断
歩

道
橋

、
付

属
物

、
シ

ェ
ッ

ド
・

大
型

カ
ル

バ
ー

ト
の

定
期

点
検

・
診

断
の

基
礎

知
識

・
点

検
現

場
実

習
(
道

路
橋

、
横

断
歩

道
橋

、
大

型
カ

ル
バ

ー
ト

)
・

達
成

度
確

認
試

験
(
道

路
橋

定
期

点
検

)

平
成
３
１
年
度

 
鳥
取

県
主

催
 
講

習
会

 

開
催

時
期

参
加

者
他

主
催

道
路

構
造

物
の

維
持

管
理

舗
装

・
道

路
付

属
物

・
ト

ン
ネ

ル
・

斜
面

、
の

り
面

平
成

3
1
年

6
月

約
１

０
０

名
鳥

取
県

建
設

技
術

セ
ン

タ
ー

橋
梁

点
検

と
補

修
計

画
点

検
及

び
補

修
計

画
策

定
時

の
留

意
点

平
成

3
1
年

7
月

約
１

０
０

名
鳥

取
県

建
設

技
術

セ
ン

タ
ー

橋
梁

維
持

補
修

（
施

工
）

補
修

の
施

工
上

の
留

意
点

平
成

3
1
年

8
月

約
１

０
０

名
鳥

取
県

建
設

技
術

セ
ン

タ
ー

道
路

橋
点

検
診

断
（

新
規

講
座

）
橋

梁
点

検
の

基
礎

講
義

（
県

職
員

）
現

地
研

修
（

技
術

セ
ン

タ
ー

）
平

成
3

1
年

６
月

約
１

０
０

名
鳥

取
県

建
設

技
術

セ
ン

タ
ー

講
習

会
等

名
称
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【
機

密
性

２
】

平
成
３
１
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
主
催
の
講
習
会

等
 

○
平

成
３
０
年

度
と
同

様
に
、
自
治
体
職
員
及
び
直

轄
職

員
の

知
識
・
技
術

力
向
上

を
目

的
に
、
各

講
習
会
等
実
施
予
定
。

資
料

④
 

平
成
３
１
年
度
の
点

検
等

技
術

向
上

支
援

（
講
習

会
等
）

パ
ネ
ル

展
示

橋
梁

点
検

講
習

会
ト
ン
ネ
ル

点
検

講
習

会

○
定

期
点

検
要

領
の
見
直
し
に
関
す
る
説
明

会
等

講
習

会
等

名
称

内
容

開
催

時
期

参
加

者
他

主
催

「
パ

ネ
ル

展
示

」
に

よ
る

道
路

施
設

の
老

朽
化

対
策

Ｐ
Ｒ

　
老

朽
化

対
策

Ｐ
Ｒ

平
成

３
１

年
4
月

下
旬

～
８

月
各

公
共

施
設

等
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

橋
梁

点
検

講
習

会
現

地
に

て
点

検
講

習
会

平
成

３
１

年
１

０
月

約
２

０
名

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

ト
ン

ネ
ル

点
検

講
習

会
現

地
に

て
点

検
講

習
会

平
成

３
１

年
１

０
月

約
２

０
名

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

＜
直

営
点

検
関

連
＞

橋
梁

点
検

講
習

会
現

地
に

て
点

検
講

習
会

平
成

３
１

年
５

月
以

降
随

時
各

地
域

単
位

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

開
催

時
期

参
加

者
他

主
催

実
務

担
当

者
を

対
象

と
し

た
定

期
点

検
要

領
《

技
術

的
助

言
》

の
説

明
会

適
宜

　
※

場
所

：
未

定
県

・
市

町
村

の
担

当
者

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

４
月

～
夏

頃
　

※
場

所
：

未
定

国
・

県
・

市
町

村
の

担
当

者
、

コ
ン

サ
ル

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

４
月

～
夏

頃
　

※
場

所
：

未
定

県
・

市
町

村
の

担
当

者
、

コ
ン

サ
ル

鳥
取

県
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

議

溝
橋

の
定

期
点

検
実

務
講

習
会

点
検

支
援

技
術

活
用

講
習

会

講
習

会
等

名
称
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「
直
営
点
検
」
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
（
H
3
1
.3
)

点
検

点
検

要
領

見
直
し

診
断

補
修

一
連
作
業

◆
直
営
点
検
が
可
能
な
小
規
模
な
橋
梁
に
つ
い
て

「
鳥
取
県
道
路
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（試

行
実
施
用
）
（
案
）」
を
策
定
。

（
対
象
橋
梁
橋
長

15
ｍ
以
下
）

（
点
検
）

◆
島
根
県
の
要
領
に
基
づ
い
て
「
点
検
～

診
断
」
ま
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を

実
施
。

◆
鳥
取
県
、
鳥
取
市
、
琴
浦
町
の
橋
梁
で

市
町
村
と
合
同
点
検
を
実
施
。

◆
合
同
点
検
の
診
断
は
、
仮
判
定
と
す
る
。

（
診
断
）

◆
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
助
言
（合
同
点
検

、
診
断
会
議
）

◆
診
断
会
議
（
中
国
技
術
事
務
所
、
橋
梁
調

査
会
）

試
行
実
施
用
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
実
施

課
題
等
の
抽
出

フ ィ ー ド バ ッ ク

H
3
0
年
度

準
備
作
業

【
鳥
取
県
道
路
橋
定
期
点
検
要
領
見
直
し
】

◆
鳥
取
県
道
路
橋
り
ょ
う
定
期
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
平
成
３
１
年
４
月
）
改
定

◆
鳥
取
県
小
規
模
道
路
橋
定
期
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
試
行
実
施
用
）
（
平
成
3
1
年
4
月
）

→
直
営
点
検
対
応

→
対
象
橋
梁
を
限
定
す
る
。
（
橋
長
１
５
ｍ
以
下
）

【
点
検

】
◆
直
営
点
検
の
試
行
実
施
を
全
県
（
県
、
市
町
村
（
任
意
））
拡
大

・
各
県
土
整
備
事
務
所
で
１
０
～
２
０
橋
程
度
実
施

◆
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
支
援
（委
託
業
務
）

・
５
県
土
整
備
事
務
所
毎
で
現
地
研
修
・現
地
調
査
の
助
言

◆
市
町
村
支
援

・
県
土
整
備
事
務
所
と
合
同
で
現
地
研
修
・
現
地
調
査

・
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
業
務

・
講
習
会
に
よ
り
技
術
の
取
得

◆
鳥
取
県
健
全
度
判
定
会
に
よ
る
判
定

・
５
県
土
整
備
事
務
所
で
開
催
し
、
直
営
点
検
で
の
仮
判
定
を
診
断

◆
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
支
援
（委
託
業
務
）

・
鳥
取
県
健
全
度
判
定
会
で
の
助
言
（専
門
家
）

・
健
全
度
判
定
会
で
の
特
異
な
事
例
に
つ
い
て
助
言
（橋
梁
調
査
会
等
）

◆
市
町
村
支
援

・
健
全
度
判
定
会
の
合
同
開
催

・
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
で
判
定

【
診
断

】

【
補
修

】

H
3
１
年
度
＜
試
行
実
施
全
県
拡
大
＞

◆
市
町
村
支
援

・
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
業
務資

料
⑤
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Ｈ
３
０
年
度
の
取
り
組
み
状
況

 

【
取

り
組

み
】

直
営

点
検

導
入

に
向

け
た

「
点

検
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

ー
」

の
実

施
 

【
日

 
 

時
】

＜
1
回

目
（

鳥
取

市
地

内
）

＞
１

０
月

２
６

日
（

金
）

９
:0

0
～

1
6

:0
0

 
・

 
＜

２
回

目
（

琴
浦

町
地

内
）

＞
１

１
月

１
６

日
（

金
）

1
0

:0
0
～

1
6

:0
0

 
【

場
 

 
所

】
＜

１
回

目
＞

（
 

9
:0

0
～

1
0

:0
0
）

点
検

概
要

説
明

／
鳥

取
県

土
整

備
事

務
所

 
 

 
 

（
1

0
:0

0
～

1
6

:0
0
）

現
地

点
検

：
１

０
橋

／
鳥

取
市

管
理

橋
梁

（
鳥

取
市

桜
谷

・
吉

成
地

内
）

・
意

見
抽

出
／

鳥
取

県
土

整
備

事
務

所
 

 
＜

２
回

目
＞

（
1

0
:0

0
～

1
1

:0
0
）

点
検

概
要

説
明

／
琴

浦
町

役
場

分
庁

舎
 

 
 

 
（

1
1

:0
0
～

1
6

:0
0
）

現
地

点
検

：
３

橋
／

琴
浦

町
管

理
橋

梁
・

意
見

抽
出

／
琴

浦
町

役
場

分
庁

舎
 

【
参

  
加

 者
】

＜
１

回
目

＞
２

４
名

 
＜

鳥
取

県
(１

０
)，

鳥
取

市
(８

)，
鳥

取
県

建
設

技
術

セ
ン

タ
ー

(２
)，

国
土

交
通

省
(４

)＞
 

※
( 

)は
人

数
。

 
 

＜
２

回
目

＞
２

６
名

 
＜

鳥
取

県
（

５
）

，
 ，

鳥
取

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー
(２

)，
倉

吉
市

（
2
）

，
湯

梨
浜

町
（

1
）

，
琴

浦
町

（
3
）

，
北

栄
町

（
1
）

，
 

 
 

大
山

町
（

1
）

，
米

子
市

（
2
）

，
岩

美
町

（
2
）

，
国

土
交

通
省

（
7
）

＞
 

※
( 

)は
人

数
。

 
【

内
 

 
容

】
平

成
３

１
年

度
よ

り
各

自
治

体
で

直
営

点
検

を
導

入
す

る
予

定
で

あ
り

、
導

入
に

向
け

て
、

現
状

で
ど

こ
ま

で
何

が
可

能
か

，
直

営
点

検
用

の
補

足
と

な
る

 
 

点
検

要
領

作
成

の
た

め
、

課
題

等
の

抽
出

を
目

的
に

各
自

治
体

管
理

の
小

規
模

橋
梁

で
、

職
員

に
よ

る
点

検
の

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ー

を
実

施
。

 

（
鳥

取
県

道
路

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
議

）
 

〈
直

営
点

検
導

入
に

向
け

た
取

り
組

み
（

点
検

ｹｰ
ｽｽ

ﾀ
ﾃﾞ

ｨ
ｰ）

〉
 

現
地

点
検

（
鳥

取
市

吉
成

地
内

）
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